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国立市女性と男性及び多様な性の平等参画を推進する条例（抜粋） 

 

（推進委員会） 

第 18 条 男女平等参画を推進するため、市長の附属機関として、国立市男

女平等推進市民委員会（以下「委員会」という。）を設置する。 

２ 委員会は、市長の諮問に応じ、次に掲げる事項について審議する。 

(１) 市における男女平等参画の推進に関すること。 

(２) 推進計画の進捗状況に関すること。 

(３) 前２号に掲げるもののほか、男女平等参画を推進する施策に関し市長

が必要と認める事項 

３ 委員会は、男女平等参画の推進に関し、必要と認める事項について調査

及び研究を行い、市長に意見を述べることができる。 

４ 委員会は、市長が委嘱する 10 人以内の委員をもって組織する。 

５ 委員の任期は、２年とし、再任を妨げない。ただし、委員が欠けた場合に

おける後任の委員の任期は、前任者の在任期間とする。 

６ 前各項に定めるもののほか、委員会の組織及び運営に関し必要な事項は、

規則で定める。 

 

（苦情又は相談への対応） 

第 19 条 市民、教育関係者及び事業者等は、市が実施する男女平等参画に

関する施策に係る苦情又は相談があるときは、その旨を市に申し出ること

ができる。 

２ 市は、前項の規定による苦情又は相談の申出について、必要に応じて委

員会の意見を聴いて、適切な措置を講ずるものとする。 

３ 市は、第１項の規定による苦情又は相談の申出に対し、当該苦情を申し

出た者に係る情報を保護するとともに、公平かつ適切に対応するものとす

る。 

 


